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事例１ 住民にとって身近な地域における住民座談会の取り組み
(高知市潮江地区竹島町内会)

事例２ 個別支援から地域支援への展開
～認知症をキッカケに地域のつながりづくりの実践～

(高知市三里地区種崎)

事例３ 地域支え合い会議を軸とした地域ぐるみの取り組みの実践
(高知市小高坂地区)

事例４ 地域共生社会の実現を目指した住民の交流会の取り組み
(高知市春野地区)

事例５ 地域ぐるみの子どもの見守り活動
(高知市小高坂小学校区)

事例６ 「受け手」が「支え手」に・・・
“気くばりさんボランティア”の取り組み

(高知市一宮地区)

地域福祉コーディネーター活動事例
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潮江地区 竹島町内会

事例概要

事例内容
普段の暮らしの中で「自分や家族が暮らしたい地域」を考えるキッカケ，場づくり
を支援した。

地域データ
人 口：1,917人
高齢化率：34.2％
世 帯 数：994世帯

支援期間 平成28年6月 ～ 12月 (相談に応じて適宜支援を実施中)

支援内容

想いの
聞き取り

<勉強会の開催>
町内会連合会(3か
所)にて地域福祉
活動推進計画の説
明を実施。

高齢者支援Ｃ
出張所

場づくり
(気づき)

<住民座談会②>
「住んでいて良いとこ
ろ・気になるところ」に
ついて体操後に話し合い
を実施。

町内会長

事例１ 住民にとって身近な地域における
住民座談会の取り組み

勉強会の
周知

高知市社協
コーディネーター

<住民座談会①>
集まれる場のいいところ
について体操後に話し合
いを実施。

協働依頼

<意見交換②>
百歳体操お世話役，老人
クラブ代表から想いの聞
き取り及び今後の取り組
みについて意見交換。

<住民座談会③>
「私のできること・町内
でできること」について
話し合いを実施。

参
加
呼
び
か
け

体操
参加者

民生委員

場づくり
(聞きとり)

<意見交換①>
勉強会に参加してい
た民生委員と町内会
長から想いの聞き取
り及び今後の取り組
について意見交換。

老人
クラブ
代表

体操
世話役

想いの
聞き取り

場づくり
(聞きとり)

<意見交換③>
座談会②の内容について
振り返りを実施。

場づくり
(聞きとり)

<活動の展開>
避難訓練の実施

参
加

呼
び
か
け

地区社協
会長

場
づ
く
り

(

学
び)



支援結果

【地域の動き】
●話し合いの継続と具体的な活動の実施に
より，地域活動を積極的にしていこうと
いう機運ができた。

●顔の見える範囲である小地域単位で取り
むことによって，住民がまとまりやすく，
かつ，活動に対する主体的な姿勢が生ま
れていた。

エコマップ（支援の関係図）

<支援前>

<支援後>

地区社協
会長

体操
世話役

民生委員

体操
参加者

老人クラブ
代表 町内会長

地区社協
会長

体操
世話役

民生委員

体操
参加者

老人クラブ
代表 町内会長

住民座談会

住民主体の小地域福祉活動の展開



立ち上げ・継続の
支援

企画・準備
住民への広報

場づくり
(協議・検討)

新
た
な
取
り
組
み

へ
の
支
援

事例２ 個別支援から地域支援への展開
～認知症をキッカケに地域のつながりづくりの実践～

三里地区 種崎

事例概要

事例内容
地域を徘徊する認知症高齢者に対する支援過程を通して，「個を支えられる地域づ
くり」の展開へと支援した。

地域データ
人 口：1,915人
高齢化率：40.3％
世 帯 数：988世帯

支援期間 平成26年7月～ 支援継続中(Ｈ30年2月現在)

支援内容

高知市社協
コーディネーター

情報収集

情報共有

<意見交換の実施>
本人の情報の共有と地域でで
きる支援について検討。地域
での見守り体制構築の必要性
について確認する。

<マップづくり実践>
本人の行動範囲等について情
報共有及び地域でできる支援
について意見交換を実施。ま
た，住民の認知症理解促進の
ために広く住民を集めて学習
会を開催することとなる。

町内会長

高齢者支援Ｃ
出張所

地域の
専門職

老人
クラブ

<認知症学習会の開催>
「楽しみながら」認知症について学ぶことを
目的に開催。
各団体の意識や目指している方向性にバラつ
きがあり，想いや考えを共有できる機会や場
づくりの必要性を感じることとなった。

<実行委員会の結成>
地域内の各種団体をつな
ぐ「協議・連携の場」と
なり，地域住民及び参画
団体の連携に拡がりを持
つことができた。

民生委員

<徘徊模擬訓練の実施>
高知市では初となる取り
組み。「学習だけでなく，
声掛けや対応を模擬的に
体験できる場が必要では
ないか」という意見を
キッカケに訓練の企画・
実施に至った。

活
動
へ
の

参
画
依
頼

子育て
世代

大学生

自主防災
組織

地区社協

町内会
連合会

活
動
へ
の

参
画
依
頼専門職

実行委員会

<小地域活動の活性化>
サロン・百歳体操・認
知症カフェ等，小地域
活における居場所が新
規立上げ。

障がい者
施設

広
報
及
び
活
動
へ

の
参
画
依
頼

一般
企業

活動への
参画依頼

場づくり
(連携・協議)



支援結果

【地域の動き】
●世代間交流の実現
取り組み3年目からは，子育て世代も活動に参加。
学習の場が世代間交流の場としても機能している。

●住民主体の活動が開始
学習会の開催によって，住民主体の活動がいくつか
開始された。
<主な活動>
サロン3か所，認知症カフェ1か所
徘徊模擬訓練(高知市初) など

エコマップ（支援の関係図）

地域住民

高齢者支援
センター

市社協
地域内の
専門職

認知症学習会
実行委員会

専門職
実行委員会

認知症
学習会

徘徊模擬
訓練

<支援前>

<支援後>

地域住民

高齢者支援
センター 市社協

地域内の
専門職



企画・準備
話し合いの場づくり

小高坂地区

事例概要

事例内容
「地域のために何かしたい。」という地区社協会長の想いから住民同士の話し合い
を主とする地域支え合い会議の開催を支援した。

地域データ
人 口：9,339人
高齢化率：30.0％
世 帯 数：4,585世帯

支援期間 平成25年8月～ 支援継続中(Ｈ30年2月現在)

支援内容

想いの
聞き取り

<地域支え合い会議の開催>
地域課題の共有と課題解決に
向けた取り組みについて意見
交換を実施。

<サロン立ち上げ>
支え合い会議に参加し
ていた町内会長と民生
委員が中心となり，空
き家を活用したサロン
が開始された。

地区社協
会長

高齢者支援Ｃ
出張所

地域の
専門職

<支え合い会議の継続・発展>
地区内を3つのブロックに分け，
より小さな単位で支え合い会議を
開催。住民考案の独居高齢者の見
守り活動について意見交換を実施。

立ち上げ及び
継続支援

民児協

協働依頼

意
見
の

集
約
・
整
理

一般
企業

町内会
連合会

場づくり
(連携・協議)

事例３ 地域支え合い会議を軸とした
地域ぐるみの取り組みの実践

参画依頼

<住民計画の策定>
出された意見をまと
めて住民計画を策定。
儒民の成功体験に。

<独居高齢者見守り活動>
住民考案の見守り活動が
開始。22町内会のうち4
町内会(6か所)にてモデル
的に実施

地域内
連携
協議会

<支え合い会議の発展>
町内会単位での意見交換

を実施。現状と課題につい
て意見交換を行った。
4町内会において住民計

画の策定に向けた意見交換
を実施。

行政
地域コミュ二ティ

推進課

情報提供
参画依頼

企
画
・
準
備

場
づ
く
り

(
話
し
合
い)

高知市社協
コーディネーター

参
画
依
頼



支援結果

【地域の動き】
●話し合いの継続と具体的な活動の展開
を通して，積極的な姿勢が生まれている。

●地域内の各団体及び専門機関をつなぐ
「協議・連携の場が出来た。
(新たに開始となった主な取り組み例)
・サロン活動
・独居高齢者の見守り活動
・子どもの登下校時の見守り活動

エコマップ（支援の関係図）

<支援前>

<支援後>

地区社協

地域課題

交通安全青少協 ＰＴＡ

民児協
町内会
連合会

地域安全交通安全

地区社協

地域課題

交通安全

青少協 ＰＴＡ

民児協
町内会
連合会

地域安全交通安全

専門職

小学校 企業



春野地区

事例概要

事例内容

「めざせ!!百歳 健康長寿」をテーマに，住み慣れた春野で健やかな生活を送るため，
地域住民の拠点となっている地域交流デイサービス（通称ミニデイ）やいきいき百
歳体操の参加者同士の交流と，世代間交流等を通じて，誰もが安心して暮らせる支
え合いのある町づくりを目指して開催している交流会の支援

地域データ 人 口：15,046人 高齢化率：34.7％ 世 帯 数：6,472世帯

支援期間 平成27年～ 支援継続中(Ｈ30年2月現在)

事例４ 地域共生社会の実現を目指した
住民の交流会の取り組み

支援内容

意見交換
想いの聞き取り

ミニデイ
クラブ

高知市社協
コーディネーター

<第1回あったか春野ふれあい交
流会>

ミニデイクラブ・いきいき百歳体
操の参加者約400名が参加

民生委員

地区社協
地区民協
会長

社会福祉
法人

<実行委員会>
交流会に向けての協議

開催回数 ３回

活動への
参加

<会長との協議>
地域福祉活動の推進をしていく上で、既
存の団体や活動の拡充支援、地区社協へ
所属する団体の活性化につながる取り組
み、これからの春野地域に必要となる地
域包括ケアシステムについて意見交換

方針の
共有

高齢者
支援

センター

駐在
保健師

<実行委員会立ち上げ>
活動への参画依頼は住民

が中心に行う

<ミニデイクラブ
懇談会>

各団体の活動に関
する情報交換をす
る場にて、交流会

の提案

企画・準
備支援

場づくり

町内会

春野地区社協・民協・社会福祉法人・行政
（高齢者支援センター・保健師）が参加住民への

広報

警察

参
加
調
整

いき百

<プログラム検討>
交流会の目的を確認しながら住

民主体で検討を行う
講師依頼、出演団体の依頼は住

民が中心に行う

高校

地区内の事業所・団体
のつながりを意識する

参加調整

<第2回・第3回の開催>
ハビリテーリングセンターと高校

のコラボによる商品開発
警察と高校生による意見交換
ミニデイクラブの作品展示

<反省会>
活動の改善点や次期開催
へ向けての取組みを確認

場づくり

ミニデイの事務を
地区社協が受託

地区社協活動助成
金の活用検討

各ミニデイの
情報交換の場

検討

中学校

会場ロビーにて健康相談・防犯
啓発ブースを検討

ボランティアとして高校へ依頼

移動の困難な高齢者
の送迎を社会福祉法

人が協力



支援結果

【地域の動き】
●社会福祉法人等の関係機関と地域住民の顔の見える関係ができた
●既存の地域のつながりを活かした交流会を実施することで、疎遠に
なっていた関係も再構築する機会となった
●実行委員会を立ち上げ交流会という一つのイベントを目指す課程の中
で、各団体の意見交換や情報共有が円滑に進み、新たな協働の場面を創
出
●高齢者同士の交流に留まらず、児童、障がい者など誰もが集うことが
できる機会を創出する場づくりを住民主体で行うことができた

エコマップ（支援の関係図）

<支援前>

<支援後>

地区社協・民協 町内会

社会福祉法人

高齢者支援
課・健康増進

課

住民主体で地域が丸ごとつながる機会の創出と新たなコラボ
レーション（協働）による地域福祉活動の推進につながっている

市社協
学校

警察

地区社協・民協 町内会

社会福祉法人

高齢者支援
課・健康増進

課
市社協

学校

警察



助
成
金

活
用
支
援

小高坂小学校区

事例概要

事例内容
不審者の出没情報が相次いだことから,小学校の校長が地域の団体へ見守りの協力
を依頼。活動開始に向け,地域安全にかかわる各団体への協力依頼及び話し合いの
場づくりを行った。

地域データ
人 口：9,339人
高齢化率：30.0％
世 帯 数：4,585世帯

支援期間 平成28年8月 ～ 平成29年6月 (相談に応じて適宜支援を実施中)

支援内容

想いの
聞き取り

<会長への提案>
子どもの見守り活動
について,地域内連携
協議会の会長へ提案。
地域安全にかかわる
団体同士の意見交換
の場の設定について
も同様に提案する。

小学校

話し合い
の場づくり

地域内
連携
協議会

取
り
組
み
提
案

事例５ 地域ぐるみの子どもの見守り活動

取り組み
提案

情報提供
参画依頼

課
題
提
起
及
び

話
し
合
い
の

場
づ
く
り

高知市社協
コーディネーター

協力の
呼び掛け

地域安全
推進
協議会

民児協

地区社協

交通安全
協会

ＰＴＡ

青少協

活動への参画の依頼

<検討会(第2回)の実施>
具体的な活動の展開に向

けて各団体の活動の整理を
実施。月1回の見守り活動
の開始に向け,準備を進めて
いくこととなる。

<活動用のベストを新調>
一体感につながり、活動
意欲の向上に繋がった。

<検討会(第1回)の実施>
地域の安心・安全にかかわる取

り組みを実施する６団体に集まっ
てもらい,課題提起及び意見交換を
実施。緊急時の対応として、連絡
体制の整備を行った。



支援結果

【地域の動き】
・活動を通して自然と生まれる心の交流に
よって顔の見える関係の構築につながる
とともに,地域の高齢者の役割にもなっ
ている。

・活動を通して,地域で子どもを育てる土
壌づくりにつながっている。

エコマップ（支援の関係図）

<支援前>

<支援後>

不審者の出没

小学校

ＰＴＡ

不審者の出没
小学校

ＰＴＡ
地域安全
推進協議会

交通安全
協会

民児協

地区社協

地域住民

各種団体が連携すること
で,組織的な見守りを実施

※新聞にも報道され、
活動意欲も向上



場づくり
(調整)

一宮地区

事例概要

事例内容
要介護高齢者が地域の百歳体操の高齢のお世話役が苦手な人数把握等名簿管理を特
技のパソコンの支援につなげた。

支援期間 平成29年1月～平成29年5月 (相談に応じて適宜支援を実施中)

支援内容

相談対応

自己責任の会

<活動開始時のつなぎ>

百歳体操参加者に“気くばりさんボ
ランティア”の紹介と支援内容を説
明。お世話役から感謝の言葉が聞
かれる。

事例６ 「受け手」が「支え手」になった事例
“気くばりさんボランティア”の取り組み

高知市社協
コーディネーター

<支援開始後のモニタリング>

支援内容に関して“気くばり
さん”、お世話役さの負担、不
安がないか確認、調整。

百歳体操
お世話役想いの

聞き取り・
課題整理

<活動前の調整>

三者で依頼内容と支援内容の
確認、調整の場

高齢者支援Ｃ
出張所

活動への
協力依頼 気くばりさん

<支援活動継続中>

1か月に１回。２名で
訪問し人数確認し、
ＰＣで資料作成を継
続している。これら
の活動を市社協広報
誌等で啓発実施。

場づくり
(調整)

<活動の展開>

“気くばりさんボラン
ティア”の可能性拡充

場づくり
(調整)

“気くば
りさん登
録”協働
依頼
(気づき)



支援結果
【地域の動き】
●高齢者支援センター出張所から相談を受け
て活動支援につなげることができたことで、
要介護者が支援者になることを専門職で改め
て理解、実感できたと思われる。
●要介護者の気くばりさんボランティアは、
今回の活動をとおして、モチベーションが向
上し、更なるボランティア活動へも取組む予
定になったと聞いている。
●要介護者、要支援者が地域で出番、役割を
持てる事例ができたことで、ボランティア活
動の受け手、支え手の可能性が向上した。

エコマップ（支援の関係図）

<支援前>

<支援後>

参加者

高齢者支援課

気くばりさ
ん

市社協

市社協

高齢者支援
課

地域課題（超高齢化により名簿管理負担）

地域課題（超高齢化により名簿管理負担）


